
77北海道発祥ニュースポーツ“ミニバレー”の障がい者および低体力者スポーツとしての普及と課題

Ⅰ．はじめに
　わが国では，健康寿命の延伸や生活の質（QOL）

の向上，さらに心身機能を良好に保つために，身

体活動・運動の継続，および積極的な社会参加が

重要とされている．障がい者は，日常的な身体活

動の制限などによる運動不足でエネルギー消費量

が低下する傾向にあり，肥満，糖尿病，冠動脈疾

患などのリスクは健常者と比較すると高く，さら

に運動機能が低下しやすくなる1） ．

　2015年10月にスポーツ庁が設置される以前は，

障がい者スポーツがリハビリテーションの一環で

あるとして厚生労働省管轄であったこととも関連

し，障がい者がいつでも自由に参加できる運動・

スポーツの場が少なく，運動・スポーツ実践の機

会が失われている．「東京パラリンピック2020」

で障がい者スポーツが注目を集めたが，障がい者

がスポーツ活動を行える場所や指導者の数などは

十分とは言えない．現在，北海道における「障が

い者スポーツセンター」機能を持つ施設は，札幌

市身体障がい者福祉センターに併設された1カ所

のみである2–4）．

　そこで我々は，障がい者および幼児・高齢者を

含む低体力者が楽しみながら続けられるスポーツ

として，50年ほど前に北海道大樹町で考案され

たニュースポーツのミニバレーに着目した．

　1972年に北海道大樹町職員であった小島秀俊

氏（現：一般社団法人全日本ミニバレー協会会長）

により考案されたミニバレー（英語表記：MINI 

VOLLEY）は，ビニール製ビーチボールを使っ

た遊びをヒントに始まった．今日では北海道のみ

ならず，全国にも普及され，子どもから高齢者ま

で多世代に渡って参加者・愛好者が増えており，

学校や職場，地域の交流事業や社会参加の場とし

ての役割も担っている5）．小島氏らにより伝えら

れ広く普及しているロシア国内では，若者だけで

なく，幼児を含む低体力者や障がい者にも目を向

けて参加の輪を広げており，ミニバレーを積極的

に取り入れた幼児や障がい者スポーツの先進地と

なっている6–8）． 

　本資料は，ミニバレーが障がい者および低体力

者を対象とした運動・スポーツとして，どのよう

に普及・指導されてきたかについての経緯と実践

例をまとめ，障がいや低体力により運動・スポー

ツに対して消極的だった人達の活動の場や，社会

参加を促す基礎的資料にすることを目的としてい

る．

　

Ⅱ．方法
1．ミニバレー普及・発展の経緯と今日的課題

　ミニバレー考案から生涯スポーツとして歩ん

できた経緯，北海道・全国・海外へと普及発展

してきた過程について，ミニバレーに関する先

行研究6,9–10），一般社団法人全日本ミニバレー協

会発行の40周年記念誌5），同協会発行記念誌11–13），

日本とロシアのミニバレー団体ホームページ14-16）

などの文献・資料調査，およびミニバレー協会関

係者への対面でのインタビュー調査を行った．
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ミニバレー協会関係インタビュー対象者

a. 小島秀俊（考案者，一般社団法人全日本ミ

ニバレー協会会長）

b. 杉本幸二（東京ミニバレー協会会長）

c. 鈴木隆道（東京ミニバレー協会顧問）

日時・場所：2022年5月20日・全日本ミニバ

レー協会事務所（大樹町）［a,b］

2022年11月20日・東京都目黒

区立中央体育館［b,c］

2．障がい者や低体力者に対するミニバレー活動

先進地域（沖縄県・ロシア）における状況

1） 沖縄ミニバレー協会における障がい者への普

及と活動状況についてのインタビュー調査

インタビュー対象者：上原和市（沖縄ミニ

バレー協会会長）

日時・場所：2022年11月20日・東京都目黒

区立中央体育館

2） ロシアにおける幼児と障がい者のミニバレー

活動実態調査

・サハリンミニバレー協会15），全ロシアミニ

バレー協会16）のホームページ閲覧

・P.N. パシュコフ（サハリン国立総合大学教

授）：ミニバレーに関する幼児体育指導者向

け解説書7-8）

3．障がい者のミニバレー実施状況に関する社会

福祉施設指導者へのインタビュー調査

　2021年11月に障がい者スポーツ拠点プロジェ

クト（北広島市，一般社団法人 わくわくピース

総合型クラブ主催）のスポーツイベント参加者や

障がい者福祉施設の指導者に，運動プログラムの

１つとしてミニバレーを利用した運動について紹

介した．このイベントでは，ボール特性とボール

の扱い方について簡単に説明し，その後ミニバ

レーのボールを使った予備的運動や，ミニゲーム

をおこなった．イベント終了後，参加した福祉施

設指導者に，施設内のスポーツ活動に利用できる

よう12個のボールを寄贈した．

　2022年8月，上記イベントから約10か月経過し

た後の①ミニバレー活動状況，②施設利用者（障

がい者）の変化，さらに③遊びやスポーツ活動と

してのミニバレーの適応性の3点について，福祉

施設指導者に対面インタビュー調査を行った．

Ⅲ．結果
1．ミニバレー普及・発展の経緯と今日的課題

1）ミニバレーの沿革と普及・愛好者の広がり

　ミニバレー考案から全国・世界への広がりを表

1に示した．1972年，北海道大樹町の小島氏が教

育委員会主催のママさんバレー教室における予備

的練習で，ビーチボールを利用したことをきっか

けに新しいスポーツとして考案され，のちに『ミ

ニバレー』と命名された． 

　（1） 大樹町技から全国へ

　1985年，大樹町ミニバレー協会が制定した『で

あい，ふれあい，わかちあい』のスローガンのも

と，大樹町を出発点として，十勝，北海道，全日本，

沖縄へとミニバレー協会を設立しながら全国的に

普及していった．その過程で，障がい者や低体力

者への様々な活動の取り組みも出てきた．1991年

に「はまなす国体スポーツ百選」に選定され，そ

の後，（財）北海道体育協会50番目のスポーツ競

技団体としての加盟（1993年）や，（財）北海道

レクリエーション協会にも加盟（2003年）した．

　愛好者が広がるにつれて，北海道内だけで始

まったミニバレー大会は，ミニバレー全国フェス

ティバル（東京都），沖縄県ミニバレー大会，ミ

ニバレー石川大会，ミニバレーみちのく大会（山

形県），ミニバレー宮崎フェスティバル（日南市）

など，全国各地で様々な大会が行われるまでに発

展した．

　（2）東日本大震災被災地支援

　東日本大震災が発生した翌年（2012年）には，

“元気づくり応援支隊”という勝手連グループを

つくり，東北沿岸地域の復興支援を行った．現地

では，ミニバレーのボールを使った交流会やお

しゃべり会，ミニバレー体験交流会等の支援を
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行った．被災地住民の生の声としては，「日常の

苦しさを発散させ，明るい楽しくできることに配

慮した今回の応援支隊の取り組みは素晴らしい．

物・金はもう要らない．いつまでも温かい心を伝

えてくれれば私たちは頑張れます」，「子どもも高

齢者も地域が一体となって笑顔になれた．これま

では一過性の支援だけ．ミニバレーは継続性のあ

る支援だ」，「こんな楽しく汗をかいたのは震災後

初めて．本当にありがとう」など，将来自分たち

の暮らしに活用できる発展性のある活動と評価さ

れ，喜ばれたとのことである5,14）．

　（3）ロシアへの普及

　2002年に北海道大学で開催された「北東ユー

ラシア健康・体力・スポーツ国際会議」におけ

るサハリン国立総合大学のパシュコフ教授と小

島氏の出会いがきっかけで，ミニバレーはロシ

ア全土に普及している5-6,11,15-16）．今日では，ロシ

ア・サハリン州各地で幼稚園児，障がい者参加の

ミニバレー大会が開催されている．パシュコフ教

授は，「ミニバレーは幼稚園の体育の時間や，学

生，熟年世代へも勧められており，体の不自由な

人や障がい者にも受け入れやすい．ミニバレーは

家族チームがあったり，またこれまでのバレーボー

ル愛好者の入門段階に取り入れられたりしている」

と述べている7–8）． 

2）考案者および協会指導者のミニバレーに託す

思いと今日的課題

　東京ミニバレー協会会長の杉本氏は，「2022年

でミニバレーが誕生して50年経ったが，ここまで

普及してきたのは，小島さん自身の詳細な記録と

楽しかった記憶，他の人が喜ぶために何かをしよ

うとする熱意，小島さんやミニバレーを見て支え

てきた周りの方々の力など，これらすべてがあっ

たからこそ頑張ってこられたし発展してきた」と

述べた．

　小島氏は，「今は新型コロナウイルスも流行し

てきていて，ミニバレー協会の人数もここ数年で

表1　ミニバレーの沿革「ミニバレー考案から全国・世界への広がり」
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減ってきているが，ミニバレーのスローガン『であ

い・ふれあい・わかちあい』だけでなく，『Move 

Together ! （ともに進もう！）』も新たに加えて，今

後も普及発展を目指していきたい」と述べていた．

　東京でのミニバレー活動における切実な課題と

して，杉本氏は「私たちの練習場が目黒区立菅刈

小学校のため，駅から離れていて練習場に来るま

でが大変なことや駐車場の料金が高いこと」，ま

た「新型コロナウイルス蔓延の影響で減少してし

まったミニバレー協会の会員数を増やしていくこ

とだ」と述べていた．障がい者や低体力者が，自

宅や職場からミニバレー活動場所まで移動するこ

とも困難な状況であることが明らかとなった．

2．障がい者や低体力者に対するミニバレー活動

先進地域（沖縄・ロシア）の状況

1） 沖縄における障がい者ミニバレー

　沖縄における障がい者や低体力者に対する活動

について，上原氏へのインタビューにより，以下

の情報が得られた．

　上原氏がかつて市役所社会福祉課に勤務してい

た時期に，いろいろな障害を持っている方々の担

当となった．その際，障がい者施設に2，3回ミ

ニバレーのボールを持って行き職員の方にも紹介

したことにより，施設利用者はもちろん職員も楽

しいと喜んで一緒に活動していた．

　普段のミニバレー練習は，サークル活動の中で

車椅子利用者や知的障がい者たちが職員と一緒に

施設や病院内でミニバレーを行っており，大会が

ある際は，職員たちにも一緒に参加してもらうよ

うに了承を得ていた．施設利用者の変化について，

施設職員からは「明るくなった」，「外に出て明る

くなった」という声を聞くことができた．

　沖縄ミニバレーフェスティバル第20回記念大

会（2016年）で障がい者部門を作り，障がい者

のミニバレー大会が始まった．大会の午前中で障

がい者部門が終わるため，午前11時には一度す

べてのゲームを止めて，障がい者部門の表彰を

行っている．大会終了後の懇親会では，三線や踊

り，食事のもてなしが素晴らしく，県外からの大

会参加者は「参加するだけでも沖縄に来てよかっ

た」と皆が口をそろえて言うほど大盛況の催しで

あった．懇親会によって，ほかのスポーツでは得

られない深いつながりが生まれる．

　以前ロシアの研究者一行が，ミニバレー・ジャ

パンカップ沖縄大会参加のため来県し，沖縄で障

がい者たちがミニバレーをしている様子を見て，

その後ロシアでも実際に障がい者の方へ向けてミ

ニバレーの取り組みを始めたとのことである．今

では，日本よりもロシアのほうが障がい者スポー

ツとして発展している．

2） ロシアにおける幼児と障がい者のミニバレー

　パシュコフ教授の学術誌7）（日本語訳：「体育：

ミニバレー」8））には，以下のような記述がある．

「幼児達にとって，遊びは特に重要であり，学習

の手段であり，運動の手段であり，周囲の世界を

発見する手段であり，教育の一形態でもある．遊

びは幼児期の主要な活動である．このゲームは，

就学前の子ども達の体育の授業で使われている内

容を有機的に補完する．また，スポーツに対する

興味や愛情，自尊心，健康的なライフスタイル全

般に対する前向きな姿勢を育む．このニーズに応

えるためには，就学前から子ども達の視野を広げ，

さまざまなスポーツへの興味を維持し，伝統的な

ものだけでなく，非伝統的な体育の手段を広く活

用したスポーツゲームの要素を教えることが必要

と考える」．ロシアでは，幼児を対象としたミニ

バレー基準ルールとして，コートの広さ（4×7 m），

ネットの高さ（140 cm）に変更し，子ども達に合

わせたものに縮小して実施している．

　ロシアのバレーボールトレーナーであるマリ

ナ・ボリソヴナ・ザハロワによる「ミニバレーの

有効性」調査（2008-2009年）の結果，運動の量，

強度，安定性，スピードが大幅に向上したという

データが得られた．子ども達やその保護者の興味

を引き，この珍しい競技に体系的に取り組んでみ

たいという願望を呼び起こした．子ども達は朝，
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幼稚園にやってくると，「今日やる？」と自分か

ら訊ねるほど，ミニバレーがとても好きになった

ようである7–8,15–16）．

　ロシアにおける障がい者を対象としたミニバ

レーの取り組みは，特に青木一則氏（全日本ミニ

バレー協会副理事長）の影響を受けていた．青木

氏は1976（昭和51）年に右腕を労働災害で切断

しており，ミニバレーは左腕一本で今でもプレー

している．「自分はまだ現役でプレーしているが，

障がい者でも自分に合った楽しみ方ができるス

ポーツがミニバレーなのです．強いチームを作る

のも，レクリエーションとして楽しむのも，それ

ぞれのミニバレーの楽しみ方だと思います」と青

木氏は述べている5）．ロシアの障がい者は，ミニ

バレー国際交流事業でサハリンを訪問した青木氏

がミニバレー大会でプレーしている様子を直接見

て，「私にもできる」と感じた者が多く，障がい

者に向けてのミニバレーの取り組みがなお一層発

展していったようである．

　ロシアでの障がい者を対象としたミニバレー

は，コートの中に5 ～ 6人入り，その中に車椅子

の人も入って一緒にミニバレーをプレーしてい

る．ロシアのミニバレー指導者は，“できるだけ

楽しむ”ということを中心に進めており，障がい

の有無を問わず，“楽しいからこそやらせてあげ

たい”という思いをもってサポートをしているそ

うである．「そのような情熱を持っている人がい

るからこそ，障がい者の方も障がいを持っていな

い人と楽しく一緒にスポーツができるのだろう」

とミニバレー考案者小島氏は述べていた．

2. 障がい者スポーツイベントの様子とミニバ

レーに関する指導者からのインタビュー調査

結果

　2021年11月21日に，一般社団法人わくわくピー

ス総合型クラブが開催した障がい者を含むスポー

ツイベントで，障がい者スポーツとしてのミニバ

レーの活用方法を初めて紹介した．指導方法の具

体例としては，①1人1つのボールを保持しても

らいボール操作の片手処理と両手処理，②上・下

からボールを打つ動作（サーブ），③対人パスラ

リー，および④バトミントン用ネット（高さ155 ㎝）

越しのラリー継続をねらった変則ミニゲーム等で

あった．

　上・下からボールを打つことが思うように上手

くできない障がい者に対し，ボールを打つ際に「な

んでやねん！」という本人が気に入った掛け声を

発しながら打つなどの工夫をして練習させたとこ

ろ，上手にボールを打つことができるようになっ

ていた．また参加者の1人が，帰宅後に家族に対

して本人自身の口から「とても楽しかった」と伝

えたことを聞き，施設指導者も家族からも感謝さ

れたという．

　イベント終了後，各福祉施設の指導者にミニバ

レーのボールを12個ずつ持ち帰ってもらい，各

施設においても実施機会があればできるだけミニ

バレーを利用するようにと依頼した．

　上記イベントから約10 ヶ月を経過した2022年8

月に，その後のミニバレー活動状況について，指

導者への対面によるインタビュー調査を行った．

その結果を表2に示した．「ミニバレーをプレー

している姿を見て，運動能力レベルが思った以上

に高くて驚いた」とあるように，普段から施設内

で見ている障がいを持つ利用者の運動能力レベル

が，ミニバレー活動中に想像以上に高くて驚きを

覚えた指導者もいた．また「利用者同士の声掛け

やコミュニケーションが増えた」，「相手に対して

思いやりを持って行動するようになった」のよう

に，ミニバレーを経験してから対人関係に好まし

い積極的行動が増えたようである．さらに「トレー

ニングが苦手な人でも自分から用具を準備する．

自主的に参加する姿勢が見られるようになった」，

「体力がついたからか物事を最後までやるように

なった」のように日常生活においても自主的な行

動が増える様子が語られていた．

　ミニバレーを活用した指導により，活動的に

なった施設利用者が見られた一方で，「集団での

運動に興味のない利用者や指導者がいる」ことや，
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表2　社会福祉施設の運動指導担当者からのミニバレーに関するインタビュー調査結果

「身体の使い方を教えるのが難しい」，「目で見たも

のに反応して手を使うことが難しい」，「自分にメ

リットとして返ってこないと達成感ややる気に繋

がらない」などの指導上の課題も指摘されていた．

さらに，指導者一人が一度に対応する利用者人数

が多い場合などには，安全面を考えて実施するこ

とが難しい状況であることも指摘されていた．

Ⅳ．考察
1．ミニバレー普及・発展の経緯と今日的課題

　1972年小島氏が北海道大樹町でミニバレーを

考案してから50年が経ち，『であい・ふれあい・

わかちあい』のスローガンとともに，子ども・若

者・高齢者のスポーツとして十勝，北海道，日本

全国，海外へとミニバレーが発展していった．こ
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こまで普及してきた理由として，小島氏が語る「他

の人が喜ぶために何かをしようとする熱意」，さ

らに小島氏による詳細な活動記録資料や，これま

で出会った人たちとの触れ合いの記録などが大き

な要因であったと考えられる．

　ミニバレーのボール特性は魅力的であるとの評

価が高い．誰の手にも馴染みやすい素材と軽量で

大きなボールは，痛みを感じることなく手軽にプ

レーでき，面白さを印象付ける．またボール速度

や軌道の変化がゲームの楽しさを生み出すため，

「競技種目としてもレクリエーションとしても楽

しめるスポーツとなっている」と語る愛好者は多

い5–6,9–14,17）．そのため，子どもから高齢者の低体

力者，さらに障がいを持っている人でもスポーツ

経験や身体能力に関係なく，楽しく安心してプ

レーできるスポーツであると言える．

　スローガンである『であい・ふれあい・わかち

あい』も，普及発展していく上で非常に重要な要

因と考えられる．筆頭著者が第30回ミニバレー

全国フェスティバル（2022年11月東京）を視察・

参加した際に，全国各地から集まった参加者たち

が，久々のミニバレー仲間との再会を非常に喜ん

でおり，たくさんの笑顔を見ることができた．住

んでいる場所が離れていても，ミニバレーを通し

てであい，ふれあい，わかちあうことで，一生涯

付き合っていける仲間づくりができることを実感

しているようであった．

　また，2011年の東日本大震災後は，“元気づく

り応援支隊”の活動のように，復興支援としてミ

ニバレーを介してスポーツの交流やおしゃべり会

を行っていた．復興過程での辛い時でも心の絆を

むすびあい，共にわかちあっていこうとする寄り

添った支援もできている様子がうかがえる．この

ような被災地支援の行動を引きだす力を持ってい

ることが，ミニバレーの魅力の1であると推察し

た．

　このように好ましい特徴を持つミニバレーであ

るが，特に東京や札幌市内などの都市部において

は，日常的な練習場の確保に苦労している団体が

あり，定例の曜日と時間帯に活動することはかな

り困難な状況であった．また，活動場所として学

校開放事業による公立学校体育館を利用する場

合，最寄り駅との距離が遠かったり，自家用車利

用時の高額な駐車料金負担などの特有な問題があ

り，障がい者が継続的にミニバレー活動を続ける

ことに関しては都市部特有の困難さがあることが

明らかとなった．

2．障がい者や低体力者に対するミニバレー活動

先進地域から学んだもの

　沖縄県ミニバレー協会会長の上原氏は，障がい

者対象のミニバレー普及のため，障がい者施設に

ボールを持参し，大会参加を誘いながら施設職員

も巻き込んで練習を行っていた．沖縄での取り組

みのように，障がい者指導や介護福祉担当者自身

が実際にミニバレーを体験し，現場指導者にもそ

の魅力を実感してもらえるように工夫しながら強

く働きかけたことに，普及促進の要因があったと

考える．小島氏の理念でもある『であい・ふれあ

い・わかちあい』のスローガンには，“人とのつ

ながりを重視”する雰囲気やイメージが色濃く映

し出されている．このスローガンを前面に掲げる

活動姿勢こそが，障がい者も容易に取り込むこと

のできる大きな要因となっている． 

　ロシア・サハリン国立総合大学のパシュコフ教

授が著した幼児へのミニバレー指導マニュアルに

は，就学前からスポーツを取り組むことにより，子ど

も達の体力や社会性向上，健康的なライフスタイ

ルに対する前向きな姿勢を育てることが期待でき，

さらに保護者の健康増進にもつながるとある6-8）．

幼児期からスポーツに取り組むことで，保護者を含

めた家族全体の健康レベルが上がると予想される．

わが国でも大いに参考となる事例である．

　ロシアにおける障がい者への発展の経緯を見る

と，ミニバレー国際交流事業の中で，日本ミニバ

レー協会役員であった身体障がい者でもある青木

氏が，堂々と素晴らしいプレーをしている姿を見

て触発された人たちの熱い羨望の眼差しがあった
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と思われる．その後，試行錯誤を繰り返し，参加

者の障がいの程度に合わせた変則ルールをつくる

など，障がい者も健常者たちと気軽にミニバレー

をプレーできる仕掛けをつくっていた．今後，障

がい者スポーツ（アダプテッドスポーツ）として

ミニバレーを普及させるためには，既定のコート

の広さ，ネットの高さ，コート内の人数，そのほ

かのルールを臨機応変に変えていくことも重要で

あり，今後もさらに創意工夫と実践研究を継続し

ていく必要がある．

　理想的な健康社会の姿を思い描きながらミニバ

レーを考案した小島氏，自らボールを携えて介護

福祉施設に赴いて障がい者だけでなく職員も一緒

にミニバレーの輪に取り込んだ上原氏，国際交流

事業で自ら海外に出かけミニバレーの素晴らしさ

をプレーを通して伝え続けた青木氏，小島氏との

縁を密にしながら国の壁を越えて粘り強くミニバ

レーの魅力をロシア国内外に普及し続けたパシュ

コフ教授，このような小島氏による“ミニバレー

の理念”を理解し意欲的に行動を起こしたキー

パーソンの存在が重要であることが明らかとなっ

た．彼らの意志を継いでいく次世代の指導者育成

も，今後の障がい者スポーツとしてのミニバレー

の発展には欠かせないものと思われる．

3．ミニバレーにおける障がい者指導現場の現状

と課題

　施設利用者の運動能力レベルが，ミニバレー活

動中に想像以上に高くて驚きを覚えた指導者もい

たことから，障がい者の中にはこれまで行ってい

た運動プログラムがその人にとっての適切な身体

活動量に達していない可能性もあると推察され

る．今回ミニバレー活動を経験してから，「積極

的にコミュニケーションを取るようになった」こ

とや，「率先して準備作業をするようになった」

など，日常生活の活動性の変化が認められたとの

指導者からのコメントもあった．ミニバレーとい

う一つのスポーツを通して，身体活動面での新た

な能力を高めたり，さらに対人関係を含めた生活

全体へ好ましい影響を及ぼす可能性のあることが

推察された．

　しかし，施設指導者自身にミニバレー経験が全

くない場合が多く，さらに市販の介護福祉および

障がい者向け運動・スポーツ・レクリエーション

指導図書には，ミニバレーはほとんど掲載されて

いないなど，まだまだ情報が足りないのが現状で

ある．

　本調査研究は，新型コロナウイルスが広まって

いる時期の調査であったため，障がいを持つ施設

利用者への直接インタビューや，ミニバレー指導

法に関する介入的調査は実施できなかった．今後，

障がい者や低体力者の個々の身体的特性に合わせ

て楽しく安全にスポーツをしてもらうために，新

しいミニバレーの指導プログラムを開発し提案す

るなど，情報発信を推進していくことが必要であ

る． 

Ⅴ．結語
　北海道大樹町で考案されたミニバレーについ

て，障がい者や低体力者を対象とした場合の適応

性に関連して，ミニバレーの考案から普及・発展

の様子，ミニバレー関連文献，および関係者への

インタビュー調査を行った．

①考案者である小島氏がミニバレーに込めた願

いの1つは，『であい・ふれあい・わかちあい』

のスローガンとともに，大樹町から世界に向

かって広められた「ミニバレーを通じた人と

の出会い」と「良好な人間関係」を作ってい

こうとする理念である．

②小島氏をはじめ，「ミニバレーの理念」の良

き理解者でありミニバレーに魅了されながら

意欲的・積極的に働きかけを続けてきた杉本

氏，上原氏，パシュコフ教授などのキーパー

ソンとその仲間たちの存在が重要である．

③社会福祉施設指導者からは，運動・スポーツ

の一種目としてのミニバレー利用にとどまらず，

これまで見られなかったレベルの高い運動能

力を引き出す可能性や，人間関係および日常
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生活全般にわたる前向きな行動への変化が見

られるようになったとの情報が得られた．

　以上により，ミニバレーは，運動・スポーツに

対して消極的だった人たちの活動の場や社会参加

を促すことが期待でき，障がい者を含む低体力者

にも適したスポーツとしての資質を持っているこ

とが確かめられた．
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